


■「赤瓦見込み角」 
　竹富島の集落で白砂の道を歩いていると、赤瓦屋根が
同じように繰り返し目に入ることに気づきます。「赤瓦
見込み角」とは、屋敷の入口正面（南側）から建物（主
にはフーヤ）を見たときに、視界上下のどの範囲に赤瓦
が見えるかを表すもので、伝統的なフーヤの場合、規模
の大小にかかわらず棟仰角と軒先仰角の差が9～12度の
狭い範囲に収まっていることが分かっています。新たに
建てる建築の赤瓦屋根をこの角度の中に収めることによ
り、美しい町並みを維持、継承することができます。 

■「切妻」「寄棟」「入母屋」：屋根形態の分類 
　図のように屋根の形状によって、日本の伝統家屋は3
つに分類できます。竹富島はもちろん寄棟屋根が基本！ 
　比較的新しい東集落の伝統家屋の付属舎に1棟のみ切
妻屋根が見られますが、入母屋屋根はありません（仲筋
の他島からの移築家屋に例外あり）。 

　　　切妻屋根　　　　　寄棟屋根　　　　入母屋屋根 

■梁間（はりま）と桁行（けたゆき）：屋根の大きさを示す指標 
　竹富島集落にはフーヤもトーラも大小規模の異なる伝
統家屋が分布していますが、伝統家屋に見られる主屋の
規模には限度があり、最大規模は雨端を含まずに「梁間
（奥行幅）」が4.5間（9m弱）、「桁行（正面幅）」が
5.5間（11m弱）であることが分 
かっています。この「梁間」とは、 
建物の屋根の小屋組を支える妻側 
の梁の長さ（両端の柱と柱の距離）、 
「桁行」とは平側の桁の長さのこ 
とを言います。 

■「平入り」と「妻入り」 
　建物は正式な入口が棟向きに対 
しどちらにあるかによって「平入 
り建物」「妻入り建物」というよ 
うに呼び分けます。竹富島はフー 
ヤもトーラも平入りが基本です。

■伝統的建造物群保存地区制度における建築物・工作物 
　「建造物」という言葉は、住宅、店舗、倉庫、拝殿な
どの「建築物」と、グック、井戸、鳥居等の「工作物」
をあわせた総称です。 

　　「建造物」＝「建築物」＋「工作物」 

■竹富島の「伝統的建築物」とは？ 
　昭和29年まで西表島の杣（そま：木材採取できた森）
で行われていた山入り（山番）により伝統工法で建てら
れた建築または昭和40年頃までに同等の伝統工法によっ
て建てられた建築で、フーヤ、トーラ、御嶽拝殿、付属
舎、休憩小屋があります。これらは今後も保存していく
「保存物件（特定物件）」として全て所有者の同意を得
ています。人が居住する伝統的建築物（フーヤ、トーラ
など）を特に「伝統家屋」と呼ぶこともあります。 

■竹富島の「伝統的工作物」とは？ 
　伝統工法による築造が一旦途絶えた昭和40年頃までに
設置された工作物を指し、グック及びマイヤシ、オー
シ、石敢當、村カーが物件として特定されています。 

■「環境物件」とは？ 
　これら「伝統的建造物」と一体となって竹富島の集落
景観の維持に大きく寄与している屋敷林及び御嶽、庭
園、樹木、スンマシャー、マイヤシ（生垣）、巨石、土
地の形質等の中で、とくに保存・保全の対象となってい
る要素は「環境物件」に特定されています。 

■「復原」と「復元」の違い 
　今日まで住み続け使い続けてきたことで傷んだり改造
されて姿を変えた「伝統的建造物」を、履歴調査に基づ
いて「修理」し、建物本来の価値がわかる姿にもどすこ
とを「復原」と呼びます。これに対し、かつてあったも
のの、既に失われてしまった建造物を、図面や写真など
何らかの根拠に基づき、新築の「修景」（後述）によっ
て往時の姿に再現することを「復元」と呼びます。 

■修理と修景の違いは対象の違い 
　伝統的建造物を復原する行為（工事）を「修理」と呼
び、「修理して復原する」という意味で「修復」を使い
ます。それに対し、伝統的建造物以外の建築物や工作物
を周囲の景観と調和するように配慮して増・改・新築す
る行為（工事）を「修景」と呼びます。 

■復旧とは？ 
　特定されている「環境物件」を修理・保全・手入れな
どしてもとの姿に戻すことを「復旧」と呼びます。
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竹富島島外から申請される方は・・ 
島に新しい建物を建てる際は、建築確認対象物
件はもとより、どんな小さな建物でも、申請の
前に竹富町教育委員会にご相談下さい。

 竹富島にお住まいの方は・・  
家の増改新築等をする際は、公民館の「まち
なみ調整委員会」の調整委員にまずはご相談
下さい。調整委員は各支会に4名ずついます。

現状変更申請時の必要な提出書類は以下です 

①伝統的建造物群保存地区内の場合は「現状変更行為許可申請書」それ
以外の場合は「現状変更行為届出書」 

②現状変更箇所の位置図（島内および集落内の位置が分かるもの） 
③現状変更の設計図書（以下の図面を基本とする） 
・配置図（屋根伏せ図、敷地内および周辺の既存建物や工作物を図内に

示したもの） 
・平面図、立面図、断面図（修理または既存建物の修景の場合は現況図

と計画図をそれぞれ作成） 
・前面道路と敷地の現況高さおよび設計高さを示す断面図 
・敷地内の既存建物や工作物との高さ関係を示す立面・断面図 
・工期、仮設建築・工作物の設置の有無および設置期間を明記した書類 
・敷地内のグック（石垣）を一時的にでも変更する場合は、その理由と

内容を示す図面および変更期間

　現状変更申請を必要とする行為は
「規模に関係なく、景観を変更する全
ての行為」です 
　以下のような行為も含まれますので
確認下さい！ 

・グックの新設や復旧（自然に崩れた
石をすぐに積み直すなどの簡易な修
理は含みません） 

・宅地内の電柱新設 
・樹木の伐採や植栽 
・一般には「仮設」とされている工作
物の新築、改築、増築、又は移転
（仮設も竹富島では現状変更申請の
対象です）

竹富島に建物を建てたいと思ったら・・・

教育委員会で判断できない場合の特別な手続き 

⑥’ 現状変更申請の許認可の判断を保存審議会または
専門部会（仮称）に諮問し、申請者に経緯返答 

　　　▼（30 日以内） 
⑦ 保存審議会／専門部会（仮称）の答申を受け審査結
果（許可・不許可）を調整委員会／申請者へ通知 

以上、最長 61 日（約 2 ヶ月）です 

※ ただし、更にやりとりが続く場合は審査期間が延び
ることがあります

この10日間で調整委員が協議のための下調べをし
ますので、提出期限はしっかり守って下さい！

「まちなみ調整委員会」は毎月24日（原則）に開催されますので、前
月の25日以降、開催月の15日までに、申請の書類を提出して下さい！

特
別
な
審
議
が
必
要
な
場
合

現状変更手続きはどんなもの？ 時間はどれくらい？

竹富島に建物は建てていいの？

「うつぐみ」の心を理解し、島のお年寄りや先
輩たちを大切に思い、まつりや島の将来のこと
を一緒に考えてくれる人たちを歓迎します

誰もが愛する竹富島の美しい景色や穏やかな暮らし
は、島の先輩たちが何百年もかけてつくり守ってきて
くれたもの。私たちは日々感謝して生活しています

でも「島の土地を買った」というだけで家や
お店、ホテル等を建ててもらっては困ります

私たちと一緒に島づくりを頑張るために家を
建てたいという方は、島の人みなが喜んでくれ
るようなものにするため、はじめに竹富町教育
委員会を通して私たちに相談して下さい！竹富公民館長

富島に建物を建てるには？竹

※本マニュアルの内容は全て「竹富町歴史的景観形成地区保存条例（令和2年6月19日条例第14号）」 
に基づくもので、表や図の番号は「竹富町竹富島歴史的景観形成地区保存計画書」に準じています。

仮設建築・工作物の申請 
・既得権は認めない 
・工事やイベント等における仮設
は、設置期間を申請し厳守する 
・島の行事などに設置するテント
等の仮設物は公民館長が申請を判
断する 
・公益目的等で必要なものについ
ては個別に技術的な対応を考える

現状変更手続きの基本的な手順・所要期間 

① 申請書類提出（前月25日～当月15日） 
　　　▼（約40～10日間） 
② 調整委員会による調査・準備 

　　　▼（10日間） 

③　調整委員会開催（基本的に毎月24日） 

　　　▼（3日以内） 

④ 協議結果「意見書」を公民館長へ報告 

　　　▼（7日以内） 

⑤ 「意見書」を教育委員会へ提出 

　　　▼教育委員会の審査（ 14日以内） 

⑥　結果を調整委員会／申請者へ通知 

以上、最長 34 日（約 1 ヶ月）です



たとえば竹富島集落の伝統的な景観は、以下の
ような伝統的な要素から成り立っています

年に2回、海岸から運ばれる白砂を敷
きつめた道は、毎朝、島民によって馴
らされホウキの目が入ります

集落入口のスンマーシャ、道に敷き詰められた白砂と坂道の石畳、グッ
クと希に現れる岩塊（巨石）や突き当たりの石厳当、グック越しに見え
るフクギやキャーギの屋敷林と花樹、そしてマイヤシとその奥に佇む赤
瓦や草葺きの屋根、その軒下の薄暗いアマハジの空間などです

フクギやキャーギの木々は、
葉が落ちれば掃き、実が落ち
れば拾って屋敷を整え、家づ
くりの時には材としても利用
し、植え直してきました

坂道の石畳は、祖先が大きな琉球石
灰岩を平らに敷いて造ったものです

グックやマイヤシは、昔から変わらず、島
の人々が自分の手で琉球石灰岩を積み上
げ、崩れては積み直してきたものです

赤瓦のフーヤやトーラ、決して豊かでは
なかった祖先が、米の出耕作をしていた
西表島の山中から、大変な苦労をして材
を伐り出し造った家々の誇りであり宝物

グック越しに見える美しい花々は、祖先
たちが大陸や南方から島に持ち込んだも
の。道行く人の目を楽しませようと家人
が日々手入れして咲かせています

集落入口のスンマーシャ

岩塊（巨石）

突当りの石厳当

建具を開け放つとアマハジと前庭が一体
となり、種子取祭の夜のハレの空間に！

島人が伝統的な景観を大切に日々手入れし、使いこなしているから美しい！

「伝統的な景観」は「伝統的な要素」が「伝統的な場所」にあると見えてきます

景観の伝統的な要素とは、自然に与えられた海と海岸、その中で島の人々
が耕し育ててきた畑や木々、伝統的な材料と方法で伝統的な姿につくられ
た道や建造物たち、そして伝統を大切に今を生きる人々の姿

竹富島の美しい伝統的な景観竹

アマハジ柱が支える低く深い軒がつく
り出すアマハジ（軒下）の空間



竹富島で大切にされてきたこと竹

亜熱帯気候の竹富島で健康に暮らすには、衛生が第一！

集落も家もすみずみまで

神さまとともに暮らす竹富島では、信仰の空間を最も大切にします！

たけとみの神さまが、気持ちよく島を見守ってくださるように！

ニライカナイ信仰は東方崇拝、でも神さまの通る道はもっと大切！

道を通う神さまに失礼のない家づくり！

与那国家は道に向かってフーヤ
もトーラも西向きに90度回転！

宇根家のフーヤ
は一番座が西側
に！ 東西反転！

根原家はフーヤとトーラの
左右が反転、東の道に向
かって東向きに90度回転！

ナビンドー西側では何が？

ナビンドー東側では何が起きる？

種子取祭で神さまがお通
りになる道がナビンドー

マイヤシ

通常は上手（東）に一番座をもつフー
ヤ、下手（西）にトーラを配します
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きちんとしてないと、春と
秋の清掃検査で、公民館
役員さんにしかられる！

屋敷の中は草を刈って水たまりをつくらない！

家の中も整理整頓！

きれい清潔に！

竹富島の集落では、
東側が上手が基本…
でもナビンドー沿い
では、道に向かって
下手を向けないこと
がもっと重要！

自分の家のまわりの道は、毎朝、白砂を掃いて美しく！

年に19の執り行われる大切なお祭
りと毎日の信仰のため、御嶽の空
間は、いつも静かに美しく！

御嶽の森は、十分な大きさを確
保し、拝所を静寂に保ちます

御嶽の空間に入れるのは、信仰の心のある
人だけ！ 拝所の中は神司（かんつかさ）だけ！

フーヤ

フーヤ

ト
ー
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シーヌヤ



竹富島のまちなみへのこだわり竹

伝統家屋はもとより新築の修景家屋についても、伝統的な材料である「手づくり
の島瓦」を探求し、伝統的な屋根工法の「丸垂木＋ユッツル＋土＋赤瓦（本瓦
葺）＋白漆喰」で屋根を葺く伝統をつなぐため、以下を守り努めています！ 

　守ること：S字瓦（桟瓦）、軒先瓦（花瓦・ヒジ瓦）、絵で描いた瓦は使いません 
　努めること①：不足する古島瓦に代わる、大きさや風合いが近い新たな手づくり島瓦を探します 
　努めること②：ユッツルに土を載せ赤瓦・漆喰で葺く伝統的な屋根を未来に伝えていきます

修景の赤瓦屋根は、伝統的な形で伝統的な場所にだけ 
伝統的になかった屋根は修景色で景観に収めます 

　 
　赤瓦屋根が伝統的にあった場所とは、フーヤ・トーラ・アサギ・
シーヌヤの屋根があった場所です 
　 
伝統的な形①：基本はきれいに閉じた寄棟の長方形／半間または1間

の大棟／四方を4.5～6寸の同一屋根勾配で揃えます 
伝統的な形②：増築部（角屋）を出す場合は小さな寄棟屋根を組み

合わせてつくります（右頁図参照） 
　 
守ること：それ以外の増築部が必要な場合は、 
①増築部に大屋根をそのまま下ろして葺くことはしません（右図） 
②伝統的な平面になかった増築部ですから架ける屋根は、本来はな
かったものとわかるように工夫します→修景色（黒・灰色などの
無彩色：景観的に目立たない元は無かった色）の木枠・金属平板
の屋根（厚5cm程度）を大屋根の勾配より緩く葺きます（右図） 

③許可基準で建てることができる物置小屋（p.12参照）も、伝統的
な集落の景観にはなかったものなので、同じように修景色の金属
平板の屋根で葺き修景色にします

グック、マイヤシは、伝統的な形で伝統的な場所にだけ 

　グックの伝統的にある場所は、屋敷のまわりで開口は南側1ヵ所、
マイヤシは前庭でユークイの巻歌ができる配置です 
　 
伝統的な形：伝統工法（琉球石灰岩の野面積み）は、高さ1.7m前後

で安定する台形断面（厚みは70-100cm） 
　 
守ること①：伝統工法（琉球石灰岩の野面積み）以外の工法（コン

クリートへの貼付など）は用いません 
守ること②：グック・開口部の位置は、重伝建選定時に特定された

場所から、移動させません 
守ること③：やむを得ず、許可を得て一時的に特定物件のグックを

崩すときは、基礎石を土中に残し、必要が終えたらす
ぐに元の姿に復原します

「伝統的な景観」を未来に伝えていくために、「伝統的な要素」とは何か、それを配置すべき
「伝統的な場所」はどこなのかを理解し、以下のようなことにこだわり、まもり努めています

赤瓦屋根をそのまま
下ろし下屋の屋根を
葺くことはしません

なぜ？と思うかもし
れませんが、伝統的
な赤瓦屋根の形を際
立たせるためです！

下屋は裏手（北側）のみに
桁行幅の半分の幅、奥行き
半間以下に抑えます

農村集落の竹富島では軒先
に花瓦やヒジ瓦は使わない

防水塗装して絵で描いた瓦
は、素人をあざむく偽物！

島瓦と漆喰の伝統工法
で葺いた美しい軒先！

手づくり島瓦(左)が不足する間は、大きさや味
わいが異なる工場生産の瓦(右)に頼るほかない

施工が簡易で便利
ですが、修理・修
景ともにS字瓦の使
用はダメです

基礎の石を土中
に残しておくこと
で、復原が容易で
確実にできます

工事車両の搬入や福祉車両の
乗り付けのためにやむを得ず
一時的に壊しても、必要がな
くなれば早急に復原します！

屋根はかならず軒下の高さ
から葺く！

木製枠の平金属板葺きで目
立たないよう色は修景色
（黒・灰色等）

波板トタンや成型トタン、コ
ンクリートスラブ屋根は×

グック
断面は
台形！



屋根デザインのこだわり

分棟造りへのこだわり

石垣島川平のL字型平面の民家

②大棟が半間 
屋根は東西方向が南
北より半間（まれに
1間）長いので、大
棟（屋根のてっぺ
ん）が半間の短さで
可愛く結ばれる！

①寄せ棟屋根 
4方向の屋根
勾配が全て同
じで4.5～6
寸、なので真
上から見たら
必ず45°に

竹富島のフーヤの屋根にはいく
つかのルールがあります

屋根勾配は
1mで50cm 
登る角度を 
「5寸勾配」 
と言います

5寸 
勾配

1m

50cm

この赤い部分2坪の
面積を確保するため
にこれだけ複雑な屋
根を架けてカッコよ
くしてます。大工の
こだわり!?

45°

竹富島で新増築する際は、この①
シンプルな寄棟屋根の形、または
②③寄棟の応用形（組合せ）に！

屋根の工夫は大工の腕の見せ所！

竹富島では、草葺きでも瓦葺きでも
トーラを分棟にすることにこだわり続
けました．そのおかげで、大小の屋根
が順に並ぶ可愛らしいまちなみになっ
ています！

琉球地方の他のほとんどの集落で
は、明治時代に草葺きから赤瓦屋根
にかわる際、分棟をやめトーラを主
屋に取込み、角を出すL字型平面に 
竹富島のような美しさを失った…？



敷地の選択と屋敷の使い方-2修景でフーヤを建てる修
別表-5A　フーヤ規模家屋に関する伝統様式と景観形成基準（下線は補助対象）

基準項目 伝統様式 景観形成基準（付図-2,3,4,6参照）

基礎等

敷地地盤高さ 前面道路より10～15cm高い ●履歴を調査し、オリジナルの高さにする

建物基礎高さ 敷地地盤より縁石分（10～15cm
程度）高い ●伝統様式に従う

床　　高 基礎石上面より50cm強の高さ ●復元する場合は伝統様式に従う

壁面後退 
（道路境界線～
壁面）

南側（正面） 8～9ｍ ●8ｍ以上とする

東側が接道する場合 3ｍ程度 ●2ｍ以上とする

東側が屋敷の場合 3ｍ程度 ●1ｍ以上とする

西・北側が接道する場合 1ｍ以上 ●1ｍ以上とする

隣棟間隔 
（壁面～壁面）

西側トーラとの間隔 3～4.5ｍ程度 ●3ｍ以上とする

北側副屋との間隔 2～3ｍ程度 ●2ｍ以上とする

建物高さ 6.1ｍ（屋根高さ最高の与那国家）以下 ●6.1ｍ以下とする

壁・建具

壁：木造貫屋（ヌキヤ）造・真壁
造・竪板張り 

建具：木製雨戸・引通し

●木造貫屋造（真壁造・竪板張り）の壁、
木製雨戸・引通しを基本とし、壁構造は
以下とすることもできる 

(1)木造貫屋造＋補強コンクリートブロック
造（真壁造修景・竪板張り） 

(2)補強コンクリートブロック造（真壁造修
景・竪板張り） 

(3)RC（鉄筋コンクリート）造（真壁造修
景・竪板張り）

寄棟・ 
赤瓦葺き

屋根

小屋組 伝統的木造軸組構造（和小屋）

●伝統的木造軸組構造（和小屋）とする 
●外観が基準に収まれば、トラス構造などの
木造小屋組や鉄筋コンクリート・スラブ
構造も可

屋根勾配 4.5～6寸（四方同一勾配） ●伝統様式に従う

屋根葺 赤瓦・白漆喰塗り

●赤瓦本瓦葺き・白漆喰塗りとする 
●島瓦の古瓦または島瓦と同じ規格のもの
を用いる 

●軒先は漆喰仕上げとし花瓦やヒジ瓦は用
いない

正面軒 
（南側）

軒先仕様 丸垂木、野地竹露（あらわ）し、
鼻隠しなし

●木造小屋組の場合は伝統様式に従う 
●RCスラブの軒先断面を露出させない修景
を施す

軒高さ 2～2.3ｍ ●2.5ｍ以下とする

軒深さ 雨端柱がある場合：90～100cm 
雨端柱がない場合：60～70cm ●伝統様式に従う

東西北
軒

軒先意匠 丸垂木、野地竹露（あらわ）し、
鼻隠しなし

●木造小屋組の場合は伝統様式（丸垂木、
野地竹）に従う 

●RCスラブの場合はスラブ断面を露出させ
ない修景を施す

軒高さ 2～2.5ｍ ●2.5ｍ以下とする

軒深さ 雨端柱がある場合：90～100cm 
雨端柱が無い場合：50～70cm

●伝統様式に従う 
●北側の軒には雨端柱を設けない

寄棟・ 
茅葺き

屋根

小屋組 伝統的木造軸組構造（和小屋） ●赤瓦葺き屋根に準ずる

屋根勾配 6.5～8寸 ●伝統様式に従う

屋根葺 茅葺き ●伝統的な茅葺きとする

軒
高さ 1.6ｍ程度 ●2.3ｍ以下とする

深さ 雨端柱がある場合：100～120cm 
雨端柱が無い場合：60cm程度

●雨端柱を設置する場合：90cm以上 
●雨端柱を設置しない場合：50～60cm程度

アマハジ柱 柱はキャーギの丸太、基礎石は菊
目石

●伝統様式（キャーギの丸太、基礎石は菊
目石）に従う

「世乞い」での巻歌／日頃の農
作業ができる広さが伝統的広さ

できる限り伝統的な3mを確保！

できる限り伝統的な3mを確保！

集落内の伝統家屋を尊重します！ 
その最高高さを超えない

伝統工法である「木造
貫屋造（真壁造・竪板
張り）」を推奨します

「真壁造修景」とは、
コンクリートを露出さ
せず、つけ柱や木板を
張って、伝統的な木造
に見せる修景です

伝統工法である「伝統
的木造軸組構造（和小
屋）」を推奨します

台風時に石垣を越えてくる風が、軒下に
入らず屋根に抜ける高さ（伝統様式の2～
2.3ｍ）が景観に緊張感を生み美しい！

正面同様、台風時に強風が軒に
入らず屋根に抜ける理にかなった
高さと美しさを推奨します！

台風時に石垣を越えてくる風
が軒下に入らない高さ（1.6～
2.0mを推奨）を推奨します！

雨端柱がある場合は
2m程度が望ましい！



アマハジ 
雨端（軒下） 
の空間

軒高さ 
2～2.3m

屋根勾配 
4.5～6寸

敷地地盤の基準は前庭 
（前面道路＋10～15cm）

軒の高さは敷地地盤面か
ら垂木の下端までの距離

屋根葺きは 
赤瓦・白漆喰塗

軒先の仕様は 
キャーギ丸垂木（たるき） 
鼻隠しなし

壁は「ヌキヤ造＋真壁・竪板張
り」の伝統工法を推奨しますが、
新築修景の場合はブロック造やRC
造も使えます。木造に見せるため
の修景的修理にも補助金がでます

雨端には雨端柱を立てるのが
竹富らしさ。南側は必ず！ 
東側にも設けることが多い

付図-4　景観形成基準の断面解説図

石垣を越えてくる風が軒裏に入ら
ず屋根に抜ける高さに抑えるとグッ
クとの関係が美しく見えます！ 
台風時も安心、まさに合理！

軒高は基準の2.5m一杯使うのは× 
グックなど周辺との調和で決めます！

雨端深さ 
（壁面から軒先まで） 

90～100cm

・

こう見えます！

・

床高 
50cm強

設計GL＝建物基礎高 
（敷地地盤＋10～15cm）

敷居 疊

根太

床束

束石（菊目石）
縁石

竹スノコ

伝統的な建物　フーヤ（主屋）伝

垂木が広がって軒先を収める
伝統工法を「扇垂木」とい
い、質の高い伝統家屋では、
ユッツル（竹簾）を結わえる
竹の先が広小舞にきれいに収
まります

細かく簾を編んでつくるユッ
ツルは於茂登岳（石垣島）の
麓の小竹

垂木（たるき）はキャーギ
（イヌマキ）の丸太

菊目石は、浜に打ち上げられるサンゴ
石の大きなもので、加工しても表面の
模様が同じなのは不思議？？？

フーヤは南と東に雨端（ア
マハジ）を巡らして深い軒
をつくるのが基本です

南 東

しかし、一旦雨
戸を建込んで閉
め切ると、台風
にもビクともし
ないシェルター
に変身！

竹富島の伝統家屋
フーヤには戸袋が
なく、雨戸を引込
んで垂木などに
引っかけて（立て
掛けて）おくだけ
の素朴なもの

戦後のフーヤには戸袋
を設ける例もあります

風速70mを超える台風に耐えるた
め、これだけ沢山の木材を用い、
壁は四隅を中心に「貫（ヌキ）」
によってがっちりと固められます

雨戸を開け放す
と全開放にな
り、快適な風が
通ります！

この菊目の模様が、柱か
らしたたる雨水を吸い込
むので、柱の根元が腐り
ません

縁石も琉球石灰岩を四角く加工して使います。ただ置いているのではな
く、地中深くまで埋め、雨水の床下への浸水と白砂の流失を防ぎます

貫

貫（ヌキ材）

軒裏見上げ図

菊目石



●●が新しい建物を誘
導する空き敷地です！

敷地の選択と屋敷の使い方敷

竹富島では、16世紀ご
ろまでに、現在の玻座間
村と仲筋村が形成さ
れ、明和大津波の後
（18世紀前半）には、
およそ今の形になったと
考えられています

19世紀後半 
（明治初期） 
頃の竹富島 
集落の絵図

玻座間村絵図（温故学会所蔵）

その継承すべき歴史的な
集落の形は左図の伝統的
建造物群保存地区にほぼ
収まっています

環状線内の集落景観形成ゾーン■を避け、伝建
地区内で昔から人が住みいま空いている屋敷●
か、伝統的な地割り形態の屋敷●から先に建物
を建てるのが、島の土地利用の優先順位です

仲筋村絵図（温故学会所蔵）

何も印のない土地は昔から御嶽（オ
ン）や農地、樹林地だった場所で、
これからも保全していきます

集落景観 
形成ゾーン

凡　例

伝統的建造物群保存地区

歴史的屋敷地の空き屋敷地
（新築修景を誘導すべき敷地）

上記以外の伝統的地割り形態
の屋敷地＋空き屋敷地
（新築修景を誘導できる屋敷）

既に建物がある歴史的屋敷地
（歴史上、建物が建っていた敷地）

上記以外で建物がある屋敷地

長い歴史を持つこの竹富
島集落の形をこれからも
まもっていくことを集落
保全の大方針とします！

大方針：歴史的集落の形を未来に伝えるため、空き家敷地の利用を促進します！

例えば集落の外れにこのような
不整形な敷地があり、ここに4
軒の家を建てようとすると…

ふつうなら敷地をめいっぱい使うため
に…北入りの入口や西南の入口をつ
くってしまいますが、竹富島では×

西南の 
入口も×

竹富島の伝統的な景観を新たにつくるた
め、フーヤ正面からの南入り敷地となる
よう敷地内に白砂の道を新設して下さい

×

×
では
なくて

普通
なら

歴史的集落周辺の伝統的でない不整形な敷地を宅地に造成する方法

×

あなたが建てたい
敷地は歴史的屋敷
地（左図の●か
〇）ですか？

必ず、古写真や史料、古
老への聞き取りなどによ
り、敷地の使われた歴史
を調べて下さい。履歴が
わかりましたか？

その敷地は伝統的
地割りに倣った区
画の形で、集落か
らの道に接道して
いますか（左図の
●か〇）？

はい

いいえ

伝統的地割りに則
した敷地区画と道
路の整備が必要で
す（別表4）

いいえ

いいえ

あなたの敷地の広さ・形状
に沿って建てることのでき
る建物の規模や配置を決め
ます（付図2と付図5参照）

例えば

はい

ここからスタート！

あなたが建てたい
敷地は伝建地区内
ですか？

はい

まずは、集落景観形成
ゾーン（左図）の土地で
はなく、伝建地区内のい
ま空いている屋敷（●か
●）で検討下さい

いいえ

あなたが建てたい
敷地は環状線内で
すか？

はい
環状線外には建物を建て
ることはできません
（p.21参照）

いいえ

誘導

誘導

調べてわかったフー
ヤやトーラ等があっ
た場所に同じ規模で
今回の建物を建てる
ことができますか？

はいいいえ

はい

次に

主屋の構造・壁は以下から選ぶ 
①木造真壁造（貫屋造）：推奨！ 
②鉄筋コンクリート造＋板張修景 
③補強コンクリートブロック造＋
板張修景

沖縄地方では一般的な
コンクリート陸屋根

❸コンクリート傾斜スラブ 
　＋漆喰赤瓦葺き❶木造和小屋＋茅葺き ❷木造和小屋＋漆喰赤瓦葺き

①主屋を伝統工法の木造にするかコンクリート造
等の他の構造にするか、②小屋組を伝統木造にする
かコンクリートスラブにするか、③屋根を茅葺きに
するか赤瓦葺きにするか、を決め（上図）、景観形
成基準（別表5A,B）に沿って設計して下さい

修景（伝統家屋以外）に対する補助金の考え方 
沖縄地方で小規模な戸建て住宅を建てる際に一般的に用い
られる工法（コンクリート造またはコンクリートブロック
造の主屋構造にコンクリート陸屋根）にかかる経費を基準
とし、修景のために余剰にかかる経費の一部（定められた
経費の80%以内・上限300万円）が補助されます 
【例】基準となる経費が500万円、「木造和小屋＋漆喰赤

瓦葺き」にした場合の経費が800万円の場合、差額
の300万円の一部が補助金として支給されます

竹富町伝統的建造物群保存地区保存対策費補助金交付要綱より
　保存地区内における伝統的建造物以外の建造物等については、地区の特性を
いかすものとし、それに対する補助金の交付の対象となる経費及び補助金の額
は、次に掲げるとおりとする。
(1) 主屋の新築、増築又は改築　原則として木造で、外観を伝統的建造物に模

して建築されるものに限り、その経費のうち、屋根、外壁、建具、軒先等
の修景に要する経費の10分の8以内の額で300万円を限度額とする。

竹富島の景観に貢献で
きる建物を造るため、
景観形成基準に沿って
あなたの敷地をどのよ
うに生かすのか、以下
のフローを使って検討
下さい！

この陸屋根を使わず…

付図-6　修景による屋根葺きの
小屋組と屋根の組合せ解説図 →

マニュアルが推奨する組合せ





こんな景観がいつか
また見られるように
なるといいですね！

1985年の仲筋集落の風景

トーラ

アサギ

シーヌヤ

フーヤ

付属屋はトーラ（台所）のみの
場合がほとんどですが、トーラ
の前（南）にアサギ、トーラま
たはフーヤの後ろ（北）にシー
ヌヤを建てることがあります

木造ヌキヤー

伝統的な建物　トーラと茅葺き家屋伝

粟石ブロック積

木造ヌキヤー（奥）／琉球石灰岩の野面積（手前） 
＋木造小屋組＋寄棟茅葺き

鉄筋コンクリート造 重伝建選定時に残されていた仲筋
集落の茅葺きトーラとシーヌヤで、
シーヌヤは壁が琉球石灰岩の野面
積みであったことがわかります

茅屋根 
赤瓦屋根 
コンクリート屋根

現在残る伝統的なトーラ（特定物件）は、屋根が
「木造小屋組＋赤瓦葺き」で、壁の構造は「木造ヌ
キヤー」「粟石ブロック積」「（昭和40年頃から
の）鉄筋コンクリート」の3種類があります

実は昭和30年代までの竹富島では、
フーヤもトーラも茅葺き屋根（カヤ
ブチャー）の方が多かったそう！

唯一残る茅屋根フーヤ「場儀納屋」

この地図は、集落の古老に昭和30年代
ごろの記憶を聞き取りして作成したもの

茅屋根が傷みにくいように
屋根を急勾配（6.5～8寸）
にして雨をすぐ流し、雨端
も一部で軒高は低く（1.6m
程度）抑えられてます

基準項目 景観形成基準

壁面後退（西・北側道路境界線～壁面） ●1ｍ以上

フーヤ、トーラとの隣棟間隔（壁面～壁面） ●2ｍ以上

建物高さ ●2.5ｍ以下（4寸勾配屋根で梁間1間、軒高さ2mの断面を想定）

構造 ●木造またはRC造〔補強コンクリートブロック造含む〕＋竪板張り修景 
●既成品（プレファブリック）の物置やコンテナなどの工業製品は認めない

屋根

小屋組構造 ●切妻とし木造の小屋組とする。

屋根勾配 ●4寸以下

屋根葺 ●平金属板（木製型枠による。波板トタンは不可）

軒

軒先意匠 ●とくに指定しない

軒高さ ●2ｍ（トーラ規模家屋の最低高さ）以下

軒深さ ●30cm以下

基準項目 伝統様式 景観形成基準（付図-2,3,4,6参照）

基礎等

敷地地盤高さ 前面道路より10～15cm高い ●履歴を調査し、オリジナルの高さにする

建物基礎高さ 敷地地盤より縁石分（10～15cm）高い ●伝統様式に従う

床　　高 土間 ●復元する場合は伝統様式に従う

壁面後退（西・北側道路境界線～壁面） 1ｍ以上 ●1ｍ以上とする

隣棟間隔（壁面～フーヤ壁面との間隔） 3～4.5ｍ程度 ●3ｍ以上とする

建物高さ 3.9ｍ以下 ●5ｍ以下とする

壁・建具

壁：①木造貫屋（ヌキヤ）造＋真壁
造・竪板張り、②あわ石切石積み
（大壁造）、③琉球石灰岩野面積 

建具：木製雨戸・引き通し

●木造貫屋造（真壁造・竪板張り）の壁、木製雨戸・引通
しを基本とし、壁構造は以下とすることもできる 

(1)木造貫屋造＋補強コンクリートブロック造（真壁造修
景・竪板張り） 

(2)補強コンクリートブロック造（真壁造修景・竪板張
り） 

(3)RC（鉄筋コンクリート）造（真壁造修景・竪板張り）

寄棟・ 
赤瓦葺き

屋根

小屋組 伝統的木造軸組構造（和小屋）
●伝統的木造軸組構造（和小屋）とする 
●外観が基準に収まれば、トラス構造などの木造小屋組や
鉄筋コンクリート・スラブ構造も可

屋根勾配 5.5～6寸（四方同一勾配） ●5～6寸（四方同一勾配）

屋根葺 赤瓦・白漆喰塗り
●赤瓦本瓦葺き・白漆喰塗りとする 
●島瓦の古瓦または島瓦と同じ規格のものを用いる 
●軒先は漆喰仕上げとし花瓦やヒジ瓦は用いない

軒

軒先意匠 丸垂木、野地竹露（あらわ）し、鼻
隠しなし

●木造小屋組の場合は伝統様式に従う 
●RCスラブの軒先断面を露出させない修景を施す

軒高さ 2～2.3ｍ ●2.5ｍ以下とする

軒深さ ○雨端柱がある場合：90～100cm 
○雨端柱が無い場合：60～70cm

●雨端柱がある場合：90cm～100cm 
●雨端柱が無い場合：50cm～70cm

寄棟・ 
茅葺き

屋根

小屋組 伝統的木造軸組構造（和小屋）
●伝統的木造軸組構造とし以下の構造とすることもできる 
(1)在来工法以外の木造小屋組（トラス構造など） 
(2)RC（鉄筋コンクリート）スラブ構造

屋根勾配 6.5～8寸 ●6～8寸

屋根葺 茅葺き ●伝統的な茅葺きとする

軒
高さ 1.6ｍ程度 ●2.3ｍ以下とする

深さ ○雨端柱がある場合：100～120cm 
○他3方：60cm程度

●雨端柱を設置する場合：90cm～120cm 
●雨端柱を設置しない場合：50～60cm程度

アマハジ柱 柱はキャーギ丸太、基礎石は菊目石 ●伝統様式（キャーギ丸太、基礎石は菊目石）に従う

敷地の選択と屋敷の使い方-2修景でトーラ（副屋）、小屋を建てる／外構等修

既成品の物置やコンテナなど工
業製品は集落に持ち込めませ
ん。あくまでも大工仕事の注文
一品生産が竹富島の基本美学！

グックに壁が接することがないように！

別表-5B　トーラ規模家屋に関する伝統様式と景観形成基準（下線は補助対象）

別表-5C　倉庫等付属屋に関する景観形成基準（許可基準）



【工法等を受け継いだ修景のトーラ】

これは工事途中
の写真で、仕上
げは木板張りで
修景を施します

軒の出は建物と調和するよう
に、4方向に15～25cm程度

・屋根は切妻 
・木製型枠＋平金属板（光沢無） 
・屋根の色は黒または赤褐色 
・波板トタンは不可

棟向きはフーヤまた
はトーラに揃える

構造は修景トーラと同様
で。軽量鉄骨等も可ですが
木板張り修景が必用です

屋根勾配をトーラよ
り緩く（4寸以下）

梁間：1間（1.8m）以内
桁行：2間（3.6m）以内 
（梁間より長くする）

倉庫等を建てられる場所を建

フーヤとトーラの隙
間の見通しを妨げな
い場所に建てる

倉庫の規模はトーラより明
らかに小さいことが重要

フーヤの裏に建てるときは
棟向きをフーヤに合わせる

トーラの裏に建てるときは
棟向きをトーラに合わせる

軒
高 

２
ｍ
以
下

建
物
高
さ 

２
・
５
ｍ
以
下

敷地内で建てられる場所は？

許可基準（補助対象外）で倉庫等付属屋を建てるには？

建物を建てない場所 
（伝統的アサギは例外）

これはかつて修景で
新築された茅葺きの
トーラです！（残念
ながら今は壊れてあ
りません・・・）

屋根は木造和小屋（伝統工法）で
小屋を組み、寄棟赤瓦で葺きます

公道からフーヤ、トー
ラを見る景観を損なわ
ない範囲で屋敷内裏手
に造ることができます

フーヤ
トーラ

倉庫

倉庫

既製品（プレハブ）の物
置等を持ち込むのは不可

別表-4　屋敷地に関する伝統様式と景観形成基準（p.13の基準表に続く外構等に関する部分）

粟石ブロック組石造
（伝統工法）の代わり
に補強コンクリートブ
ロック造が使えます

基準項目 伝統様式 景観形成基準

外構 菜園以外は全て白砂 ●伝統様式に従う 
●履歴を調査し、菜園を復元することができる

屋敷林 フクギ、キャーギ等の在来の樹種を伝統
的な配置（屋敷地東・北側）に設ける

●現存する伝統的な樹種・配置の屋敷林は保全する 
●伝統的な樹種を伝統的な配置（屋敷地東・北側）に設ける

自動販売機等 なし ●建物の外部および公道から見える場所に設置しない

看板・ノボリ等 なし ●公道から見える場所に企業看板・企業商品宣伝用のものは設置しない 
●自家宣伝のものに限り歴史的風致を損なわない範囲で最小限設けることができる

仮設物（台風・強風
時に収納するもの）

トゥマヤ（フーヤとトーラの間の屋根に
架ける日除け p.18参照）

●歴史的風致を損なわないよう配慮する 
●台風時に片付けない物は「仮設物」ではなく建造物として現状変更申請する

その他の設置物（倉
庫、門、犬小屋等） なし ●歴史的風致を損なわないよう配慮する 

●倉庫等の屋敷内の小建築については「許可基準」に従う

竹富島の美しい景観は、亜熱帯の自然環境
を生かして島人や大工さんなどがその都度
ていねいに考え、手づくりでつくり出した
二つとない一品だけでできています！ 
竹富島の景観の中に、 
どこででも見ること 
のできるような自動 
販売機や企業が大量 
生産した商品看板・ 
幟（のぼり）などが 
あると、せっかくの 
景観が台なしになっ 
てしまいます

仮設の定義①：設置期間を
限定する仮設 
→建設工事やイベント時に設
置する期間限定の仮設建築を
言います 
仮設の定義②：構造上の仮設 
→基礎を設けず建物に緊結
（固定）しない非常時に収納
できるもの（台風時には収納
するもの）で設置期間を問わ
ないものです



※確認：「修理」と「修景」の違い 
「修理」とは、保存する伝統的建造物として特定され
た建物や工作物（特定物件）に対して行う、然るべき
旧状に復する復原や維持するために修繕する行為 
「修景」とは、それ以外の建造物に対する増改新築や
修繕等を周囲の景観と調和するように行う行為

「当初材」（その建物の創建時の材）には、樹種や
樹齢、産地といった材料自体の情報に加えて、それ
が建てられた当時の大工技術の跡が残されています

「伝統的様式にそぐわない改造・修理が加えられて
いる部分については、当該建造物の履歴調査の上、
然るべき旧状に復するための修理を基本とする」
（竹富島伝統的建造物群保存地区保存計画）

伝統的建造物を修理するときには、現在の状況から
考え始めるのではなく、まず、専門家による履歴調
査を行います

コンクリートの壁への「付け柱」や「板の打ち付
け」は、木造家屋に価値が置かれる集落景観全体へ
の調和を目的に考案され、慣習化してきたもので、
竹富島で伝建の取り組み以前から試行されていた伝
統的な修理・修景の手法です

竹富島集落を伝統的建造物群として保存するのはなぜ？

伝統家屋（特定家屋）をなぜ修理するの？

伝建（まちなみ保存）制度は、他の文化財
保護制度が保存対象物を残すことを第一とす
るのとは少しちがい、人が住み続けること
を大前提に、集落の建物たちがつくり出す
景観を保存していこうとする仕組みです

しかし竹富島
の建物も文化
財としての大
切な価値は同
じです

そこで、竹富島の人たちが住み続けな
がらも、建物の価値が未来に継承でき
るようにするため、竹富島の人の暮ら
しと建物にふさわしい「修理」と「修
景」のあり方を考えてきました

それは、
人の暮ら
しと景観
の両方を
未来に伝
えたいか
ら！

履歴調査では、建物の梁や柱などの材に刻まれてい
る様々な痕跡（釘跡や仕口跡など）を調べること
で、建築当初から現在までの変化がわかり、建物が
できた時の姿や最も輝いていた時代の姿、本来の本
物の姿（原型）を知ることができます

この原型をよく理解した上で、その価値を損なわな
いよう生かすことで、現代の生活にも快適な建物の
姿を考えることが伝建制度における修理の意味です

建てられた当初の材をもっともっと大切に！

木造に見せる修景は竹富島の伝統になった

仕口が外れないから
といって当初材を
切って捨てない！

そうした情報も文化財の価値を構成する重要な要素
であり、だからこそ修理では、可能な限り当初材を
残し当初の工法を踏襲することが重要になります

修理と修景の考え方修

建物の履歴を調べるための実測調査図面

履歴調査に基づく復原平面図と断面図の例 伝建保存対策調査より



「トゥマヤ」のおはなしと日除けの設置

生活のための部屋である裏座やクゥール、
サンジャコーなどには天井はなく、格式の
高い一・二・三番座、ルククィン等にのみ天
井が張られるのが竹富島民家の伝統！

伝統工法による赤瓦屋根はきちんと施工することで雨漏りなし！

伝統工法とは全く異なるため、ルーフィング工法は推奨しません

修理の際、伝統家屋の座敷の天井をとり払い
小屋裏を見せるケースがみられます！ 
修理時は天井を張る伝統の継承を！

座敷の天井は伝統！
昔から、陽射しのきつい時期に
は「トゥマヤ」と呼ばれる日除
けの御簾（みす）のようなもの
を、フーヤとトーラの屋根の上
に渡して架け、日除けや雨避け
にしました。作業スペースとし
ても貴重で、それ以外にここは
子供たちの遊び場でもあったと
か・・・

「トゥマヤ」を架ける場合は、
屋根の上に細木の材を架けて紐
（ひも）で縛り、御簾（みす）
をのせる程度の、台風時にはし
まう簡易なもののみ！ 
少ししっかりした「日除け」な
ら軒下につくり、屋根軒先を決
して隠さないこと！

伝統家屋に快適に住むために伝

ルーフィングはあくまでも次善の策！ 
伝統家屋（特定物件）の赤瓦屋根は伝統工法（ユッツル＋葺き土）で施工しなければなりませんが、
伝建保存審議会がやむを得ないと判断した場合は「防水ルーフィング工法」を使えることがあります

赤瓦（雌）

桁材
垂木 

（たるき）
　ユッツル 
（笹竹をクロツグで編んだもの）

葺き土
白漆喰

赤瓦（雄）

伝統家屋の屋根の葺き方（軒先部分断面）

伝統家屋の屋根は、全体にユッツルを編み、葺
き土をたっぷりのせて瓦を葺きます

野地板

　漆喰＋石ぐ
（漆喰に砂利を混ぜたもの）

アスファルト
　ルーフィング

軒先以外でユッツル
が見えない小屋裏
は、野地板張りとす
ることもできます

ルーフィング
シートの施工

施工した石
ぐの漆喰が
ユッツルの
隙間からは
み出し固ま
ります

ルーフィング工法の屋根の葺き方

ルーフィングと伝統
赤瓦屋根とは工法が
明らかに異なります

ユッツル 
（軒先のみ）

4.5～6

10
屋根勾配

防水アスファルトルーフィング施工時は、
ユッツルの上を「石ぐを混ぜた漆喰」で固
めてからルーフィングシートをのせ固定
し、伝統的な「葺き土」は使用しません



白砂のみち、環状線、ハテ（畑）につづくミチ白

ずっと継承されてきた白砂の道、しかし
その姿も実は少しずつ変化してきました

公共事業で撒かれた海底のサンゴ砂が
固まってできた20-30cmのコーラル層

新たな公共事業でコーラル
層を削ったことで、オリジ
ナルの路面が表出しました

昭和30年代の集落と道　出典「岡本太郎の沖縄」 昭和40年代の失対事業で直線化された道

下水道敷設等の公共事業による路面上昇
で、かつて白砂の道が驟雨時の排水路とし
て機能した集落の排水体系が機能不全に！

かつてあった集落全体の排水体系（古老の聞き取りより）

現在の集落内の白砂の道の状況（断面）

これからの道路環境の回
復に向けた整備設計図

2000年に「竹富島環状線（がんじゅう
道）」が整備され、集落への観光車両の
進入が減り、集落内の交通環境は改善さ
れましたが、路面上昇による排水環境の
改善はこれからです

今後は、道路埋設物の更新や道路改善の公
共事業の機会に路面を削り下げて復元し、
高さのギャップを伝統的な石畳で摺り合わせ
るなどの環境回復をたゆまず進めます

竹富島の観光交通問題を解決した竹富
島環状線（がんじゅう道）ですが、一
方で、集落からハテ（畑）に続く放射
状の道をすべて遮り、かつて畑仕事に
朝夕、島人が通ったミチの存在が忘れ
られようとしています（右頁図参照）

「離島の農村集落」として重要伝統的
建造物群保存地区に選定された竹富島
のもともとの重要な農村としての価値
を、問い直す必要があります！



2. 放射状のミチ（道）の保全回復

竹富島地域自然資産財団

「種子取祭」では、作物として
収穫された「粟」と「種蒔狂
言」を奉納します 
農にまつわる伝統儀式・芸能
は、島の古老から若い世代へと
代々受け継がれてきた竹富島民
のアイデンティティです

伝統芸能・儀式に必要な作物を
島民の手で栽培、“農”を島民の
日常の営みに！ 
まずは儀式的に伝統芸能・祭事
に関わる“農”を復活・継承

復活した農地を観光資源（スポット）として活用 
地域ブランド化し農作物に付加価値をつけて販売

「農地が放棄され消失した道」「古くから日常
的に集落と畑・海とを行き来した道」を、ブラ
ンド化された農地や祭礼や信仰の対象であるオ
ン（御嶽）・カー（井戸）・墓地などへ誘う空
間として保全回復！

祭祀に関わる供物の栽培が行
われている「星のや竹富島」

「竹富島地域自然資産財団」で
進めている耕作放棄地の再生

集落外の景観形成集
終戦直後（1946年）の
竹富島には2千人以上
が住み、隅々まで畑が
作られていました！

竹富島では、文化遺産である御嶽の森や
カー（井戸）を保存しつつ、農地の景観
を回復することに取り組んでいます！

↑和牛

↑水牛

前庭は大切な農作業の空間

3点とも©Maehara Motoo

竹富島のルーツは農業です！

水牛ももともとは農耕牛

1. 伝統芸能の継承を目的にハテ（畑）を復活 
　　～農の再生と地域ブランド化

竹富島の景観は、集落景観（文化財）と海・海岸
（自然／国立公園）、その間に位置する農地や御嶽
の森・カー（井戸）、かつて集落とそれらをつない
だ放射状の道（生活資源）から成り立っています。

理事長

竹富島のかつての農地を回復することは極めて困難なため、竹富島の伝
統儀式・芸能の継承を目的とした農の復活をめざしています

一度忘れ去られた農という生業を観光と結びつけることで農地を復活！



ピー（バリヤーリーフ）

イノー（珊瑚礁の浅瀬）

砂浜

集落域

農地・樹林地
御嶽の森

御嶽

島の防風林

集落の防風林

集落から海岸へ放射
状に延びる道

防風林内で「く」折れ
する道

海岸線

集落外の景観形成

環状線

歴史的景観形成地区

伝統的建造物群保存地区

歴史的景観保全地区

自然景観保全ゾーン

生産景観形成ゾーン

集落景観形成ゾーン

林林林

歴史的景観保全地区 
（集落景観形成ゾーン） 
このゾーンは島の未来の暮らしに
使うため大切に保全します

環

歴史的景観保全地区 
（自然景観保全ゾーン） 
海と海岸の大切な自然を守り神様
をお迎えするゾーンです

伝統的建造物群保存地区 
文化財としての集落の姿を未来ま
で大切にまもります

歴史的景観保全地区 
（生産景観形成ゾーン） 
このゾーンでは緑を保全しながら
島の暮らしのため様々なものを生
産します

集

項目 内容

開
発
行
為

敷地面積 ・敷地面積の最小限度を1,500㎡とする

緑地の確保 ・木竹の保全／適切な植栽が行われる土地の面積の最低限度を敷地面積の80%とする

土砂の移
動、法面・
擁壁等

・遺跡などの文化財、御嶽、カー（井戸）、地域の重要な祭事が行われる場所および
その周辺では行わない
・既存の土地の形質を変更せず、法面および擁壁を生じさせない。

土地の開墾 ・農地や採草地、放牧地として最小限とする。

土石の採取、鉱物
の掘採その他土地
の形質の変更

・遺跡などの文化財、御嶽、カー（井戸）、地域の重要な祭事が行われる場所および
その周辺では行わない
・土地の形質の変更は最小限とし、樹木の保存に努める

木竹の伐採

・伐採をしない。ただし、町並み保存や伝統工芸の継承等に必要な材料の確保、御嶽
やカーの維持管理や樹林の保全のために必要な場合はこの限りではない
・伐採後は、在来種等周辺の自然植生に配慮した植林に努める
・調査・測量のための伐採は、草および低木に留めて高木を伐採せず、巨石や土砂等
の移動を行わない

屋外における物
件の堆積

・遺跡などの文化財、御嶽、カー（井戸）、地域の重要な祭事が行われる場所および
その周辺では行わない
・公道から見える場所を避け、樹木等による修景・遮蔽を施す
・目的が達成された後は、速やかに撤去する

環状線の外における開発行為等の制限（環状線内は伝建地区に準ずる）

環状線外の自然景観保全ゾーンでは、「（御嶽等の）信仰の空間」「漁
の場としての空間」「港の空間」「保安林の空間」としての景観、生産
景観形成ゾーンでは「生業の空間」としての景観の形成を図るため、そ
れらに関係のない建物や施設はつくらないのが竹富島の大方針です！

しかし、実際には島の事情を知らない不在地
主も多いことから、もし開発行為が起きた場
合に備え、各ゾーンの大切な性格を失うこと
がないように建てるルールを定めました

したがって、生業である農業や畜産に必要な畑屋、
牛舎などの施設および公益上必要な施設であればも
ちろん、景観に配慮した上で建てることができます

このルールを確実に執行できるよう、竹富町は景観法に基づく
条例を定め「準景観地区」に指定して、伝建地区と同様に許認
可に基づく景観の誘導を行うこととします（令和3年予定）

小さな土地の小刻みな開
発は認めません

敷地の2割だけにゆとり
を持って建てます

信仰の空間や大事
な島の宝物やその
を乱さないように

信仰の空間や大事
な島の宝物の周辺
を乱さないように

【歴保】別表-6　歴史的景観保全地区における開発行為等の制限



項目 内容

農
業
や
畜
産
ま
た
公
益
上
必
要
な
建
築
物

形
態
意
匠
の
制
限

敷地の形態
・伐開等により周辺の視界が開けても、公道から敷地内のグックや建物が見えな
いように、在来種の高木や低木による樹林帯（緑地帯）を設け遮蔽する 
・敷地内は白砂または芝生等の表面とし、車路については舗装しない

建物の配置等

・環状線内（伝統的建造物群保存地区及び集落景観形成ゾーン）と同様とする 
・環状線内の規制と同様にできない場合は、以下を満たした内容で審査する 
①建物は、周辺への圧迫感を軽減するために分節化、分散配置等を行う 
②駐車スペースは、必要最小限の面積、配置とする 
③島内に建つ建物としての秩序を形成するため、主な建物の棟向きが東西方向と
なるように建てる。付属建築についても東西方向または南北方向とする

建物の外観
・基礎
・構造等
・屋根
・軒・雨端

・環状線内（伝統的建造物群保存地区及び集落景観形成ゾーン）と同様とする 
・環状線内と同様にできない場合は、以下を満たした内容で審査する 
①竹富島の自然・生産緑地景観に調和する外観とする 
②木材や石材などの自然素材の建材を用い、素材本来の色・質感を見せる 
③光沢ある素材や光を反射する素材は用いない

そ
の
他
設
備
等
の
外
観

建築設備 ・設備は屋外に設置しない

照明
・屋外において常時設置する照明は、過剰な光が散乱しないようにし、過度の明
るさや色彩のものを用いない

看板等 ・建築物には看板を設置しない

塀・垣等
・高さ1.5～1.7mのグックを積むが、アジラ（畑などの境界に置かれる高さ0.5m
程度の琉球石灰岩野面積みの石垣）がある場合は、それを生かしたものとするこ
とができる

仮設物 ・伝統的建造物群保存地区と同様とする

高さの最高限度 ・敷地地盤面から6.1m（島内伝統的建築物の最高高さ）以下とする

壁面の位置の制限
・道路境界線および隣地境界線からのグックおよび建物のセットバックは10m以
上とする

敷地面積の最低限度 ・1,500㎡とする

農
業
や
畜
産
ま
た
公
益
上
必
要
な
工
作
物

形
態
意
匠
の
制
限

塔状
工作物

位置・配置等

・集落内や環状線、海上からの眺望景観を阻害しない位置および配置とする
・遺跡などの文化財、御嶽、カー（井戸）、地域の重要な祭事が行われる場所お
よびその周辺には設置しない
・携帯電話基地局等の鉄塔類については共同化（共架）を基本とする。
・設置に伴う木竹等の伐採は最小限とする

外観

・竹富島の伝統的景観と調和する色彩やデザインとする
・新規で設置する電柱や電線は地中化を基本とする
・金属類等の光沢のある素材や光を反射する素材は用いない
・集落内や環状線、海上からの眺望景観を阻害しない必要最低限の高さとする

壁状
工作物

位置・配置等 ・竹富島の伝統的景観と調和する位置や配置とする

外観 ・塀などを設ける際には、高さ0.5m～1.5mの琉球石灰岩野面積みの石垣とする

その他工
作物

位置・配置等
・遺跡などの文化財、御嶽、カー、地域の重要な祭事が行われる場所およびその
周辺には設置しない
・集落内や環状線、海上からの眺望景観を阻害しない位置および配置とする

外観
・竹富島の伝統的景観と調和する色彩やデザインとする
・光沢ある素材や光を反射する素材は用いない

看板 ・設置しない

自動
販売機

位置・配置等 ・公道から見える場所には設置しない

外観 ・竹富島の伝統的景観と調和するような色彩、目隠し等を行う

環状線の外における建築物・工作物の形態意匠等の制限（環状線内は伝建地区に準ずる）

本来は建物がない場所！ 
建物が外から見えないよ
うに

竹富島に建つ建物と
して調和を心がける

基本は伝建地区
と同じ考え方で

竹富島の建物は、
自然素材の味わい
を大事にします

素材で勝負、ペンキを塗っ
て色を合わせるのは×

竹富島の夜空も大切に！

畑(ハテ)が広がっていた
場所は、アジラが主人公

島の先輩の建物高
さを超えない！

これと樹林帯の設
置で周辺景観に迷惑
をかけなくできます

このゾーンで小刻みな開発は不可

海上（船上）から見
る竹富島のスカイラ
インの保全は重要！

電線地中化は開
発者負担で！

設計を始める前
によく調べて！

信号も道路標識もな
い竹富島です！ 
集落外に看板は不要

【歴保】別表-4,5　歴史的景観保全地区における建築物・工作物の形態意匠等の制限
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